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【 請 求 項 １ 】

　

　

　

　

　 前 記 電 子 機 器 で 実 行 さ れ た 特 定 作 業 に 応 答 し て 、 前 記 特 定 作 業 の 結 果 に 応 じ た 結 果 デ ー
タ を 計 算 す る 手 段 で あ っ て 、
　 （ １ ） 　 前 記 内 部 時 刻 が 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い る 時 に 実 行 さ れ た 前 記 特 定 作 業 に 応
答 し て 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 計 算 し 、
　 （ ２ ） 　 前 記 内 部 時 刻 が 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い な い 時 に 実 行 さ れ た 前 記 所 定 作 業 に
応 答 し て 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 計 算 し 、
　 （ ３ ） 　 前 記 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と 前 記 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 分 離 し て 管
理 す る 作 業 結 果 管 理 手 段 と
を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 作 業 結 果 管 理 手 段 は 、 前 記 経 過 時 間 計 算 手 段 に よ り 前 記 経 過 時 間 が 計 算 さ れ た と き 、
前 記 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と 前 記 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 、 そ れ ぞ れ 、 計 算 さ れ
た 前 記 経 過 時 間 に 応 じ て 修 正 す る 請 求 項 記 載 の 電 子 機 器 。

絶 対 時 刻 の 情 報 を 間 欠 的 に 送 る 外 部 装 置 に 接 続 す る こ と が 可 能 な 電 子 機 器 に お い て 、
前 記 電 子 機 器 の 電 源 オ ン 期 間 中 は 電 源 か ら の 電 力 に よ り 動 作 し 、 電 源 オ フ 期 間 中 は 蓄 電

器 に 蓄 え ら れ た 電 力 で 動 作 し て 、 継 続 的 に 内 部 時 刻 を カ ウ ン ト す る ク ロ ッ ク 手 段 と 、
前 記 外 部 装 置 か ら 前 記 絶 対 時 刻 の 情 報 を 受 け た と き 、 前 記 情 報 を 用 い て 前 記 ク ロ ッ ク 手

段 を 修 正 し て 、 前 記 内 部 時 刻 を 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 さ せ る 内 部 ク ロ ッ ク 修 正 手 段 と 、
前 記 電 子 機 器 で 所 定 処 理 が 実 行 さ れ た 時 点 に て 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 か ら 取 得 さ れ る 処 理 時

刻 を 記 憶 す る 処 理 時 刻 記 憶 手 段 と 、
前 記 内 部 ク ロ ッ ク 修 正 手 段 に よ り 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 が 修 正 さ れ た 場 合 、 前 記 処 理 時 刻 記

憶 手 段 に 保 持 さ れ て い る 前 記 処 理 時 刻 を 、 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 と 同 じ 修 正 幅 だ け 修 正 し て 、
前 記 処 理 時 刻 を 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 さ せ る 記 憶 時 刻 修 正 手 段 と 、

１



【 請 求 項 ３ 】
前 記 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と 前 記 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と を 組 み 合 わ せ た デ ー タ
に 基 づ い て 、 前 記 特 定 作 業 の 結 果 に 問 題 が な い か 否 か を 判 断 す る 作 業 結 果 判 断 手 段 を 更 に
備 え た 請 求 項 又 は 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 経 過 時 間 計 算 手 段 は 、
　 （ １ ） 　 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 の 停 止 が 生 じ た 電 源 オ フ 期 間 の 時 間 長 が 算 入 さ れ 得 る 第 １ の
経 過 時 間 を 計 算 す る 手 段 と 、
　 （ ２ ） 　 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 の 停 止 が 生 じ た 電 源 オ フ 期 間 の 時 間 長 が 算 入 さ れ 得 な い 第 ２
の 経 過 時 間 を 計 算 す る 手 段 と
を 有 し 、
　 前 記 作 業 結 果 管 理 手 段 は 、 前 記 経 過 時 間 の 計 算 時 点 に て 前 記 内 部 時 刻 が 前 記 絶 対 時 刻 に
対 応 し て い る か 否 か を チ ェ ッ ク し 、 チ ェ ッ ク の 結 果 、
　 （ １ ） 　 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い る 場 合 に は 、
　 　 Ａ ． 　 前 記 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 、 前 記 第 １ の 経 過 時 間 に 応 じ て 修 正 し 、
　 　 Ｂ ． 　 前 記 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の 経 過 時 間 に 応 じ て 修 正 し 、
　 （ ２ ） 　 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い な い 場 合 に は 、 前 記 絶 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と 前
記 相 対 時 刻 ベ ー ス 結 果 デ ー タ と を 、 前 記 第 ２ の 経 過 時 間 に 応 じ て 修 正 す る
請 求 項 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 子 機 器 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ で あ り 、
　 前 記 特 定 作 業 は 、 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス で あ り 、
　 前 記 結 果 デ ー タ は 、 前 記 ヘ ッ ド メ ン テ ナ ン ス に よ り 印 刷 ヘ ッ ド か ら 排 出 さ れ て イ ン ク 吸
収 体 に 保 持 さ れ た 廃 イ ン ク 量 を 示 す 廃 イ ン ク 量 デ ー タ で あ り 、
　 前 記 作 業 結 果 管 理 手 段 に よ る 前 記 修 正 は 、 前 記 廃 イ ン ク 量 デ ー タ か ら 、 前 記 経 過 時 間 に
応 じ た イ ン ク 蒸 発 量 を 差 し 引 く こ と で あ る
請 求 項 乃 至 記 載 の 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 経 過 時 間 計 算 手 段 は 、 電 源 オ フ 期 間 中 に 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 が 停 止 し た こ と に よ り 前
記 内 部 時 刻 が 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し な く な っ た 場 合 、 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い な い 前 記
内 部 時 刻 に 基 づ い て 前 記 経 過 時 間 を 計 算 し 、 そ の 後 、 前 記 外 部 装 置 か ら 受 信 さ れ た 前 記 情
報 に よ り 前 記 内 部 時 刻 及 び 前 記 処 理 時 刻 が 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 す る よ う に 修 正 さ れ た 場 合
、 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 す る 前 記 内 部 時 刻 及 び 前 記 処 理 時 刻 に 基 づ い て 前 記 経 過 時 間 を 計 算
す る と と も に 、 前 記 絶 対 時 刻 に 対 応 し て い な い 前 記 内 部 時 刻 に 基 づ い て 計 算 さ れ た 前 記 経
過 時 間 を 無 効 に す る 請 求 項 記 載 の 電 子 機 器 。
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前 記 処 理 時 刻 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 処 理 時 刻 と 、 現 在 時 点 で 前 記 ク ロ ッ ク 手 段 か ら 取
得 さ れ る 現 在 時 刻 と の 差 分 を 計 算 す る こ と で 、 前 記 所 定 処 理 の 実 行 時 点 か ら 現 在 ま で の 経
過 時 間 を 計 算 す る 経 過 時 間 計 算 手 段 を 更 に 備 え 、
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